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大隈節子

名)、 5.0点以上の「臨床的なうつ状態」が6.4%(31名) 女子の方が高い結果が得られたが、有意差は認められなか

という結果であった。 ったロまた、図2のとおりパーンアウト傾向についてχ2検

先述した藤野らが行った研究結果では、精神的に安定し 定を行った結果、この点についても有意差は認められなか

心身ともに健全な状態』が 44%、「パーンアウトの警戒徴候 った。このことから、パーンアウト得点について、男女聞

がみられる状態Jが39%、「パーンアウトに陥っている状態J に差は認められないことが明らかになった。

17%であったことが明らかになっていることから、平均値

だけで比較すると今回の調査結果の方が、パーンアウトの

傾向が多少高い結果となった。

②男女別による比較

t検定によりパ}ンアワト得点の平均値を性別で比較し

たところ、 表2のとおり男子は3.24点、女子は3.40点と

性別

男性

女性

園1:斬入生のパーンアウト傾向

男性

女性

表2性別によるパーンアウト得点の比較

標準 有志
N 平崎値 t値

信釜 確率

321 3.24 0.99 
-1.76 0.078 

207 3.40 0.99 

|ロ精神的に安定し、心

身とも健全である

-パーンアウトの警戒
徴候がみられる

圃パーンアウトlこ陥って
いる状態である

園臨床的にうつ状態

精神的に安定し、心身

とも健全である

-パーンアウトの警戒徴
候がみられる

-パーンアウトlこ陥って
いる状態である

-臨床的にうつ状態
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園2:新入生のパーンアウト傾向の男女比較 N.S 
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2)スポーツ健康学実習における学生問の関係性とパーン

アウト傾向との関連性について

①学生聞での人間関係の広がりとの関連性について

履修を通して学生聞の人間関係が広がったかの質問に

対する「広がっていないJr広がった」の2群注1)で平均点

を比較したところ、有意差が認められた。表3のとおり授

業を通して人間関係が「広がっていなし、」と回答した群の

平均値は 3.76点、「広がった」と回答した群は 3.16点で

あり、「広がった」と回答した群の方がパーンアウト得点

は低い結果であった。

また、履修を通して学生聞の人間関係が広がったかの質

問に対する「広がっていなし、JrどちらでもないJr広がっ

た」の3群でパーンアウト傾向を比較したところ、有意差

が明らかになった。図 3のとおり精神的に安定し、「心身

とも健全であるjの割合が最も多かったのは「広がったJ

の群で 38.2%、「パーンアウト警戒徴候がみられる」の割

0% 20% 40% 

広がっていない

どちらでもない

広がった

60% 

合が最も多かったのも「広がった」の群で 39.5%であり、

「パーンアウトに陥っている状態である」、 「臨床的にうつ

状瞳」においては「広がっていない」群の割合が多いこと

が分かつた白特に、「広がっていない」群の臨床的にうつ

状態は 16.0%と「広がった群」に比べて4倍以上高い割合

になっている。このことにより、スポーツ健康学実習 Iに

おける学生聞の人間関係の広まりにより、パーンアウト傾

向に影響が見られることが明らかになった。

表3 人間関係の広がりとパーンアウト得点の比較

人間関係の広がり

広がっていない

広がった

80% 100% 

標箪 有志
N 平均値 七値

偏差 確率

51 3.76 1.15 
3.66 .026 

346 3.16 0.92 

精神的に安定し、心

身とも健全である

-パーンアウトの警戒

徴候がみられる

-パーンアウトに陥つ

ている状態である

・臨床的にうつ状態

図3授業を通した人間関係の広まりとパーンアウト傾向 $事:0< 0.01 

②学生聞での人間関係の深まりとの関連性について

履修を通して学生聞の人間関係が深まったかの質問に

対する「深まっていなしリ「深まった」の 2群聞でt検定

により平均点を比較したところ、有意差が認められた。

表4人間関係の深まりとパーンアウト得点の比較

標準 有意
人間関係の深まり N 平均値 t値

偏差 確率

深まっていない 47 3.87 1.14 
4.82 .000 

深まった 336 3.14 0.96 

表 4のとおり授業を通して人間関係が「深まっていない」

と回答した群の平均値は3.87点、「漂まったJと回答した

群は 3.14点であり、「深まった」と回答した群の方がパー

ンアウ ト得点、は低い結果であった。

また、履修を通して学生聞の人間関係が深まったかの質

問に対する「探まっていないJrどちらでもないJr深まっ

た」の3群でパーンアウト傾向を比較したところ、有意差

が明らかになった。図 4のとおり精神的に安定し、「心身

とも健全である」 の割合が最も多かったのは 「深まった」

の群で 41.0%、「パーンアウト警戒徴候がみられるJの割
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合が最も多かったのは「どちらでもない」群の44.9%であ

り、「パーンアウトに陥っている状態である」、「臨床的に

うつ状態」においては「深まっていない」群が最も割合が

多いことが明らかになった。このことから、スポーツ健康

学実習 Iの授業を通した学生聞の人間関係の漂まりによ

り、パーンアウト傾向に影響があることが明らかiこなった。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

深まっていない

どちらでもない

深まった

精神的に安定し、

心身とも健全であ

る

・パーンアウトの警

戒徴候がみられる

-パーンアウトlこ
陥っている状態で

ある

・臨床的にうつ状態

図4授業を通した人間関係の深まりとパーンアウト傾向 $事:p< 0.01 

3)コミュニケーション能力の向上感との関連性について

t検定により授業の履修を通してコミュニケーション能

力が向上したかの質問に対し、「高まっていない」、「高ま

った」の 2群聞でパーンアワト得点の平均値を比較したと

ころ、有意差が明らかになった。表5のとおり「高まって

いなし、」と回答した群の平均値は3.97点、 I高まった」と

回答した群は 3.08点と授業を通してコミュニケ}ション

能力が高まったと回答した群の方がパーンアウト得点は

低いという結果であった。

さらに、上記と同様にが検定により、コミュニケーシ

ヨン能力が「高まっていなし、」、「どちらでもないJr高ま

ったJの3群聞でパーンアウト傾向について比較したとこ

ろ、有意差が認められた。

高まっていない

どちらでもない

高まった

。% 20% 40% 60% 

図 5のとおり、 「精神的に安定し、心身とも健全である」

の割合が最も多かったのは「高まったjの群で44.4%、「パ

ーンアウト警戒徴候がみられる」 の割合が最も多かったの

は「どちらでもない」群の 44.9%であり、 「パーンアウ ト

に陥っている状態であるん 「臨床的にうつ状態jにおいて

は「高まっていなし、」群が最も割合が多いことが明らかに

なった。

表5コミュニケーション力の向上感とパーンアウト得点の比較

コミュヱケーショ
N 

ンカの向上感

高まっていない 68 

高まった 270 

80% 100% 

平同値
標準
t値

偏差

3.97 1.06 
6.79 

3.08 0.95 

精神的に安定し、心

身とも健全である

・パーンアウトの警戒

徴候がみられる

・パーンアウトに陥っ

ている状態である

・臨床的にうつ状態

有志

確率

.000 

園5コミュニケーションカの向上感とパーンアウト傾向 事*:p< 0.01 
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